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くり応援隊 n大 田区で

長を務める前田幸穂理事

業が掲引ている経営課題に対 し、同

1月末まで悟動。十分な成果が得られた

という。 |

事業の岸施にあたって、「新現役人

材」と呼引れる、企業で活躍したOBな ど

を募集して、そのメンバーに対して中小
企業のコ半サルティング手法を習得させ
るトレーキングやセミナ

ーを実麓.募 集

したメンプ|一を闘融被舞長として招き入れ

た。その外材とともに、大露区の中小企

業が絶える緩曽課題の解決tこ表り強じ

た。具体輸任態中小企業へのとアリング

や誘喬で を聞き出して支援す

る。新1現役人材を通じて実施した致は

65件に達したという。また、大田区内の

中小企業連携による製品の受注を図る

仕組みづくりを支援。中小企業の連携数

懸幹 にのぼった。この委託事業ほ昨年

度も採訳』日NPOで 企題委員長を務め

事は、「複数の中小企業を

訂懇

モノづくり 援隊in大田区では、主要メンバーが

企業への支援策を模索している(左集まって中ノ

など支援を広げる

マッチングするのは、NPOを 設立した理

由でもあるので、大きな成果といえる。

今後は、ITコーディネータとして長い問

活動してきた経験と、委託事業で増った

ノウハウを生かしながら、大田区の中ノ」ヽ

企業をさらに支援していきたい」との考

えを示す。

1月末に委託事業が終了し、次のステ

ップとして進めているのは中小企業に対

する経営研修会だ。事務局長を務める

川鋼豪理事は、「事業承継や資金譲達を

はじめ、各中小企業の幹部を対象とした

教育などを実施していく計画を立ててい

る」という。また、設立当初15人程度だ

った会員が、現時点で40人程度まで増

えていることから、全会員を対象に定期

的な連絡会を改めて設け、「中小企業の

ためモこ、今後どのような支援を行うべき

かを模索していきたい」という意向だ。

プロジェクト管理委員長の回中憲之理事

は、「ユーザー企業の幹部が会員になっ

ているケースがある。今後は、中小企業

の会員を増やし、さまざまな角度から最

適なプロジェクトを創造していく」と意

欲を燃やしている。

「中小企業のlT化は、全体的にまだま

だ遅れている。IT導入をうんぬんする前

に、経営を抜本的に改革しなければなら

ない」と前田理事は考えており、「中小企

業を成長に導く策を議じることに努力を

借しまない」という。

任意団体から始まり、NPO設 立を果た

した「モノづくり応援隊h大田区」は、中

小企業の集積地である大ゴ区を活性化

しようと懸命だ。経営改善からITツール

の導入までを網羅して中小企業の革新を

図る役割を果すITコーディネータが集合

体を形づくれば、地域を活性化させるカ

になることがよく分かる。

(次国は日立ビジネス)から国中憲 川鍋要理事、前田幸穂理事)


